
 1 

2022年 12月吉日  

 

第54回海洋工学パネルプログラム 
 

日 時： 2023年 1月 26日（木） 9:30～16:00 

会 場： Zoomによるオンライン開催 

テーマ： 藻場回復の現状と今後の対応 

 

【趣 旨】 
 藻場は、有用な水産生物を含む沿岸域の生態系にとって、餌場や産卵・成育場などの重要な役割を担

っている。しかし、1980年頃から継続した衰退傾向にあり回復の兆しが見えない、「磯焼け」状態にあ

る。磯焼けの要因は、フェンス等を用いた現場実験から、植食動物が侵入できないフェンス内部に限っ

て藻場が生育することから、ウニや魚等の植食動物の食害であることがわかっている。最近は、気候変

動の影響で高水温や河口からの出水に伴う浮泥等により、これまで以上に藻場の生育環境は悪化してい

ることが知られている。本シンポジウムは、このような状況下において、2007年頃からはじまった水産

庁が中心となって進める磯焼け対策について紹介する。 

 

午前の部   司会 日本海洋工学会 運営委員    桑原 久実（日本水産工学会）              

9:30～9:40 開会挨拶       日本海洋工学会 会長 小林昭男（日本建築学会） 

 

9:40～10:00 水産庁における藻場の保全・創造に向けた取組 

                       水産庁 漁港漁場整備部  不動雅之 
 令和４年３月に新しい「漁港漁場整備長期計画」が閣議決定された。この計画では、藻場・干潟の保

全・創造を強力に推進するため、①藻場ビジョンに基づくハード・ソフト対策の実施、②広域的なモニ

タリング体制等の構築、③藻場の二酸化炭素吸収効果を踏まえた保全対策の実施などを進めるとしてい

る。今回の講演では、水産庁のこれまでの藻場の保全・創造の取組とともに、海水温上昇に対応した藻

場造成、ブルーカーボンを活かした藻場の保全・創造といった新しい取組について紹介する。 

 

10:00～10:25 国内外の磯焼けと対策の現状 

                            東京海洋大学  藤田大介 
 日本は世界で最も早く磯焼けに気づき、投石や磯掃除なども長い歴史がある。しかし、山林伐採、海

岸改変、乱獲などが藻場の衰退を加速させ、漁業者の減少、藻場造成手法の乱用、近年は気候変動が藻

場の回復を困難にしている。「磯焼け対策ガイドライン」や「水産多面的機能発揮対策事業」は世界に

先駆けた取り組みだが、対策・維持管理の不徹底、技術・政策の混迷など課題も多い。海外でも関心が

高まり、情報の共有が進んでいる。 

 

10:25～10:55 磯焼け対策ガイドラインの活用 

                  （一社）水産土木建設技術センター  完山 暢 
 平成１９年に初版が公表され、令和３年には第三版となった「磯焼け対策ガイドライン」について、

その変遷や内容を紹介する。本ガイドラインには藻場や磯焼けの基本知識から植食動物対策を中心とし

た具体的な対策技術・事例が記載されている。第三版では近年問題となっている植食性魚類対策とその

遠因である海水温の上昇にも言及している。本ガイドラインを普及し広く活用してもらうことで効果的

な磯焼け対策と藻場回復に繋げたい。 

 

10:55～11:20 藻場の調査手法 

            （国研）水産研究・教育機構 水産技術研究所   佐藤允昭 
 近年、気候変動やそれに伴う植食動物の摂餌の活発化により、全国的に磯焼けが進行し、急激な藻場
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の衰退や消失が起こっている。そのような藻場の分布の変化を把握するために、従来から用いられてき

た潜水調査だけでなく、水中カメラや音響測量、無人航空機（ドローン等）・人工衛星の空中写真を組

み合わせた手法が現在用いられている。本発表ではそれらの藻場調査手法全般について報告したい。 

 

11:20～11:30 休憩 

 

11:30～12:10 午前の部・討論 

 

12:10～13:10 昼休み 

 

午後の部    司会 日本海洋工学会 運営委員   桑原 久実（日本水産工学会） 

13:10～13:20 海洋工学関連会議報告          居駒知樹（日本沿岸域学会） 

 

13:20～13:45 植食動物の食害対策（ソフト対策）について 

                          株式会社ベントス  南里海児 
 近年、全国各地でみられる磯焼けの発生や継続する要因のうち、最も大きく関わっていると考えられ

るのが植食動物による食害である。藻場を回復させるためには、植食動物を除去する取り組みが重要と

なる。代表的な植食動物は、底生動物の巻貝類とウニ類、そして魚類（アイゴ、ブダイ、イスズミ等）

があげられる。ここではウニ類と植食性魚類について、漁業者が中心となって行われている効率的な除

去や防御の手法などについて紹介する。 

 

13:45～14:10 植食動物の食害から海藻を守るハード対策 

    （一社）漁港漁場新技術研究会（㈱アルファ水工コンサルタンツ）  綿貫 啓 
 磯焼けした状態から藻場を回復するには、植食動物の摂餌圧の低減のみならずタネの継続的な供給が

重要である。タネの拡散距離は比較的短いため、植食動物の生息密度を低下させるとともに近傍からタ

ネを継続的に供給するには核藻場（母藻群落）の配置計画が重要である。ここでは、植食動物の食害か

ら母藻を保護するハード技術（増殖礁等）を紹介し、ソフト対策を効率よく実施できるように配慮した

核藻場礁の配置方法を紹介する。 

 

14:10～14:35 除去した植食動物の有効利用の取り組み 

（合）ECOS技術士事務所  安藤 亘 
 各地で食害による磯焼け対策が行われるようになってきた。身のないウニはこれまで海中で潰されて

いたが、取り上げられて陸上水槽で肥育し販売されている。また、定置網で大量に捕獲される植食性魚

類は、廃棄されず加工して給食や定食の献立に出されている。海の異変に気づき漁業者以外の方々が、

食べる磯焼け対策に取り組んでいる。この取り組みが、藻場の再生につながるには、今後どうすればよ

いか考えてみたい。 

 

14:35～15:00 磯焼け対策ガイドラインを活用した藻場再生の実践 

                           オフィスMOBA  中嶋 泰 
 磯焼け対策ガイドライン（初版、水産庁、2007）は、磯焼け域の漁業者の自律的な活動をサポートす

ることを目的に刊行された。現場での工夫等を反映させ、現在、第3版（2021）に改良されたものとな

っている。ガイドラインを活用した磯焼け対策の実例として、大分県南部にある名護屋地区の漁業者の

15年間の取り組みを紹介する。具体的には、ウニとタネと魚の対策により藻場を回復させ、その過程を

独自のモニタリングで記録し、更に地元の小学生とのSDGs活動にも貢献している。 

 

15:00～15:10 休憩 

 

15:10～16:00 午後の部・討論＋総合討論 
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2022年度JAMSTEC中西賞 受賞特別講演 

日 時： 2023年 1月 26日（木） 16:00～17:45 

会 場： Zoomによるオンライン開催 

【趣 旨】 
JAMSTEC 中西賞は、海洋研究開発機構（JAMSTEC）に在職され、海洋工学の発展に寄与された故中

西俊之博士ならびにご遺族の意思を受けた基金を設け、2009 年より海洋工学研究の連合体である日本海

洋工学会が、加盟 9 学会で優れた論文・功績を残した方々を学会から推薦を受け、授与を行ってきまし

た。本賞は海洋工学技術の進歩を称えるだけでなく、一人でも多くの研究者・技術者を育成し、活躍に導

くことにも寄与すると考え制定に至ったものであります。 

今回は JAMSTEC 中西賞の授与を受けた 3 つの学会の４件の方々に、その研究成果を関係者に広く発表

していただきます。 

 

16:00～16:15 JAMSTEC中西賞  受賞者紹介 

       司会： 日本海洋工学会 会長 小林昭男（日本建築学会） 

 

16:15～16:35 日本沿岸域学会  脇田和美（東海大学海洋学部）、福代康夫(東海大学 

海洋研究所) 
 研究論文「貝毒発生時の潮干狩り場における食の安全対策とその意義～大阪府内での取り組みと新聞

報道から～」が令和3年度の日本沿岸域学会の論文賞を受賞した。本研究は、潮干狩り場の運営主体や

行政が連携して行ってきた取組の紹介や、新聞記事に対する計量書誌学的分析から明らかとなった貝毒

発生そのものやそれに対する対応策や試みに対する社会の反応は、貝毒発生時においても貝毒中毒を発

生させず、潮干狩りの機会の安定的な供給につながる重要な知見を提供しており、海洋環境の理解に貢

献する研究として評価された。 

 

16:35～16:55 日本沿岸域学会  飯田隆人（大阪大学大学院工学研究） 
 研究論文「洋上風力発電事業参入に対する地域社会の受容：秋田県能代市・三種町・男鹿市沖および

由利本荘市沖事業を対象としたアンケート調査に基づく分析」が令和4年度の日本沿岸域学会の論文賞

を受賞した。本研究は、いままさに事業化が進んでいる洋上風力発電事業における、地元の合意形成を

考えるうえで重要となる社会受容性に焦点をあて、実際に事業化が先行した4地域を対象としたアンケ

ート調査を行った。さらにそれを詳細に分析して受容性について考察しており、今後の洋上風力発電事

業展開が検討される地域との合意形成のための重要な研究成果と評価された。 

 

16:55～17:15 日本水産工学会  桑原久実（株式会東京久栄） 
 藻場回復のためのハードとソフト対策として、磯焼け対策について、その対策の計画づくり、藻場形

成の阻害要因の特定、要技術の選定など統一した基本的な考えをまとめるとともに、具体的には、ウニ

による食害制御を考慮した石やブロックを用いた藻場造成技術開発、食害ウニを効率的に除去する吸引

装置の開発、植食性魚類の刺し網による除去技術の開発に取り組み、多くの研究成果を上げ、我が国の

藻場造成に大きく貢献してきた。この研究成果は、我が国の海洋開発の発展のため、水産工学ならびに

海洋工学の技術力の向上に大きく貢献するものである。 

 

17:15～17:35 土木学会  田村 仁、川口浩二、岩本匠夢、藤木 峻（国立研究開発法

人海上・港湾・航空技術研究所港湾空港技術研究所） 
 推薦論文「Coastal destruction and unusual wave spectra induced by Typhoon Faxai in 2019」

において、2019年に関東地方に襲来した台風Faxaiによる東京湾での波浪特性について実証的に研究し

た。横浜港での波浪集中と湾内における北東・南東方向の2成分を持つ双峰型スペクトルの発生要因に

ついて検討し、湾軸に対してフェッチが斜行していたこと、および湾口部の東京湾渓谷における屈折変

形が原因であることを示した。この研究成果は、海岸、海洋工学の発展に多大に貢献するものである。 

 

17:35～17:45 閉会挨拶   日本海洋工学会 副会長 徳山英一（海洋調査技術学会） 


